
「ロボット動物園」
２月１５日に尾川小中学校で、「ロボット

動物園」の授業を行いました。５名の小学
６年生は初めての授業で、またテレビ局や
新聞社の取材も多数あるなかで、少し緊張
した面持ちで臨んでいました。この新しい
取り組みは、佐川町の地方創生の一環とし
て、全国でも特徴的な事例として取り上げ
ていただいており、自伐型林業で山から切
り出した木を使って新しいものづくりにチ
ャレンジする学校教育の事業です。ヒノキ
の板をレーザーカッターで加工し、電子回
路を取り付け、パソコンでプログラムする
ことで、ロボットの動物が動くようになり
ます。子供たちは創造力を働かせ、動物を

デザインし、世界に１台しかないロボット
を楽しく作っていました。
今後も、すでに世界の１つの潮流になり
つつある「デジタルものづくり」と「プロ
グラミング教育」を佐川町の子どもたちが
学習する機会をつくり、子供たちの可能性
を引き出す教育を続けていきたいと考えて
います。
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